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[1] V を線形空間とする．部分集合W ⊂ V が V 上の和とスカラー倍をW に制限して，

線形空間をなすとき，W を V の という．

[2] W ⊂ V：線形空間とする．

(1) u,v ∈ W ならばu+v ∈ W をみたすとき，W は和について という．

(2) u ∈ W , k ∈ Rならばk u ∈ Wをみたすとき，Wはスカラー倍について

という．

(3) V , {o}を 部分空間という．

[3] (定義) V を線形空間とする．W ⊂ V が V 上の和とスカラー倍をW に制限して線形空間をな
すとき，W を V の部分空間という．

次の に ある または ない を入れよ．

M2,2 = M2,2(R)を実数を成分とする 2× 2行列の全体とする．M2,2は行列の和とスカラー倍に
関して線形空間をなす．このとき，

(1) W =

{[
1 a
0 0

] ∣∣∣∣ a ∈ R

}
はM2,2の部分空間で ．

(2) W =

{[
0 a
0 b

] ∣∣∣∣ a, b ∈ R

}
はM2,2の部分空間で ．

(3) W =

{[
1 a
0 1

] ∣∣∣∣ a ∈ R

}
はM2,2の部分空間で ．

(4) W = {x ∈ R | x > 0} ⊂ R とする．W は通常の和とスカラー倍に関して線形空間でない．
しかし，和 ⋄とスカラー倍 ⋆をそれぞれ，x ⋄ y := xy (x, y ∈ V ), k ⋆ x := xk (x ∈ V , k ∈ R)
と定義すれば，W は線形空間となる．これらを踏まえると，

Rを通常の和とスカラー倍に関する線形空間としたとき，W はRの部分空間で ．

[4] Aをm× n行列とする. W = {x ∈ R
n | Ax = o} はR

nの部分空間をなし，

Ax = oの と呼ばれる．

[5] v1 = (1, 1, 1), v2 = (1, 0, 1), v3 = (0, 1, 0)とする．

このとき，v1は v2,v3の 1次結合で .


